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私は、消費税に賛成です。今後、消費税率を上げることも必要だと思います。

消費税に限らず、税金を増やしていくことは、避けては通れないと考えていま

す。 

私は、生後まもなくから、何度も手術をして、入退院を繰り返してきました。

その度に、医療費助成制度の恩恵を受けてきました。総額は、何百万円にも及

んだと思います。それらは、全て税金でまかなわれました。私たち家族は、辛

い思いをしてきましたが、医療費で悩んだことはありませんでした。本当にあ

りがたいことだと感謝しています。 

自分たちだけの問題ではなく、近年、自然災害が増加し、コロナ禍も続いて

います。この先が見通せない中で、今後、増々、税金が必要とされるでしょう。 

しかし、税金の担い手は、減少しつつあります。それらに対応していくため

にはどうしたらよいのかを考えてみました。 

一番大切なことは、税金の無駄遣いをなくすことだと思います。不要なもの

に多額の税金が使われていることを新聞やニュースで知るたびに、憤りを感じ

ます。私は、本当に大切なこと、例えば医療体制を整えることや、高齢者や障

害者の福祉、経済格差をなくすこと、未来ある子どもたちの教育などに使って

欲しいと思います。皆が納得できる公平公正な使い方をすれば、気持ちよくあ

たり前のように税金を払おうという気持ちになるのではないでしょうか。 

税金の使い方を決める政治家の人たちの身を切る改革も必要不可欠だと思い

ます。国民の税金を増やすことに理解を得るためにも、是非、検討をして欲し

いと願います。 

税金の負担が増えたとしても、誰もが、どんな状況下でも、安心安全に暮ら

せる社会であるならば、納得できると思います。税金によって、お互いを支え

合う社会の仕組みを大切に考えられる世の中であって欲しいです。 

これからの私にできることは、まだまだ少ないですが、税金に対する感謝の

気持ちを持ち続けること、税金の使われ方に関心を持つことだと思います。そ

して、将来、選挙権を持てるようになったら、必ず選挙に行って、投票したい

と思います。また、就職して働くようになったら、納税の義務をきちんと果た

したいと思います。私が受けた恩を、今度は誰かのために、税金でお返しした

いと思っています。社会に貢献できる大人になりたいです。そして、なくては

ならない税金の大切さを次の子どもたちに伝えていきたいです。 

 


